
 

 

 

 

 

 

5 月ナースウェーブの計画がほぼ全県で出揃いました。4月の行動

でも、「大幅増員」と「東日本大震災救援」の取り組みが積極的に取

り組まれています。愛知では半田病

院支部が新入職員説明会で加入した

新卒ナースを連れて 10名で参加。

「職場を離れ、いろんな人と関わる

機会が持てて楽しかった」「微力でも

災害支援できて良かった」と感想が

寄せられました。パレードにも道行く人から声援が寄せられています。秋田

県医労連も 4月 16 日に県内 4か所で一斉宣伝を行い、「寒い中、大変ですね。被災地のために頑張ってくだ

さい」と署名もカンパも快く協力頂いた、「うれしさと責

任感に火がついた」と 861 筆の署名を集約しました。 

 大阪医労連も 16日の行動 1時間で 260筆集め、5月の

ナースウェーブでも健康チェック含めて行う予定です。東

京は 14日の慶応病院前の行動に続き、16日にも 50名参

加で行いました。「災害支援に人を送るためにも、大幅増

員や長時間夜勤の改善を国の責任で」と若手も訴え、募金

合計は約 280万円になっています。 

長野では、県の看護協会会長が挨拶する予定です。神奈川は参加呼びかけのニュースを数

回にわたって出し、広島ではカウントダウンニュースとして３回まで出しました。京都の

ナースウェーブでは、宮城から被災状況と支援の訴えも行ってもらう計画です。鳥取では、

マスコミに取材依頼を出しました。私たちの「大幅増員・夜勤改善」と「震災救援・国の

責任で早期の復興を」の取り組みは、被災者を応援し参加者も元気になる、国民も理解す

る運動です。元気に取り組んで成功させましょう！ 

 

 ３、４月の全国の取り組みで署名が増えてきました。200 万筆達成目指して 

ダッシュです！奄美大島の仲間が 3.17 統一行動で行った医師会事務局から 100 

筆の署名が帰ってきました。自治体決議も少しずつ増えています。 

青森から、沖縄からうれしい報告が届き 265 になりました。 
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愛知県医労連が、宣伝で使ったマスクです。下の文字が入

っているシールは文言を変えられます。４月末まで連絡す

ると、５月のナースウェーブに対応できそうですよ！ 

5 月ナース

ウェーブ用

宣伝チラシ

作 製 中 で

す！ 


